
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

津山市家庭教育支援チーム 

 （呼称： はぴまる  ） 

  

 

②活動拠点 津山市教育委員会 学校教育課 家庭・地域連携係 

③活動範囲 
 津山市内全域 

（小・中学校、幼稚園、こども園、子育て支援センター等） 

④組織体制 

 

 １２  人 

  親育ち応援学習リーダー（ファシリテーター）１０人 

  子育て支援センター職員２人 

 

⑤活動開始年度       平成２９年度   

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等）  津山市教育委員会学校教育課家庭・地域連携係 

 

（TEL）０８６８－３２－２１１４   （E-mail）gakkyou@city.tsuyama.lg.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

□保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☑その他（子育て相談） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

みんながハッピーに 

まんまる笑顔で過ごせるように 



③活動内容 

・子育てワークショップ研修 

 参加体験型のワークショップにより、保護者同士のつながりを深め、子育

ての不安や悩みの軽減を図っている。 

 テーマ「いやいや期をどうのりこえる？」「気づいていますか？子どものサ

イン」「大人と子どもとケータイ・スマホ」など 

 

・情報誌の作成、配布 

 チームとして家庭教育・子育て情報誌「はぴまる」を作成し、小・中学校と

子育て支援センターや保健師等と連携し、乳幼児等を持つ家庭に配布して

いる。 

・子育て相談 

 保護者が、子育ての気になることや悩んでいることについて、チーム員と

話すことによって、孤立して思い悩むのではなく、共感してもらったり子育て

のヒントを得たりすることで心が安定し、子育てに前向きに取り組む気持ち

を育んでいる。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・子育てワークショップ研修 

 学年 PTA など全学年で実施する学校もあり、学びと交流の輪が広がって

いる。子育て支援センターで実施するなど、乳幼児期の子どもを育てる保護

者への学習機会の提供の場となっている。入学説明会など、保護者が必ず

参加する機会を捉えて実施することで、親同士がつながるきっかけづくりが

できている。 

・情報誌の作成、配布 

 子育て支援関係者同士のつながりが生まれ、子育て家庭の現状や課題に

ついて情報を共有することができている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☑文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


